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町
 
立
 
金
 
田
 
ル
 
学

校

 

全

面

改

築

事

業

終

る

ク

 

た

く

ま

し

く

 

す
】
」
や
か
に
 

金

田

町

教

育

委

員

会

 

数
多
く
の
先
輩
諸
士
が
数
4
 

の
思
い
出
を
残
し
て
卒
業
し
て
 

行
っ
た
母
校
金
田
小
学
校
の
木
 

造
校
舎
も
時
代
の
流
れ
に
対
応
 

で
き
ず
老
朽
に
よ
る
雨
も
り
、
 

或
は
設
備
の
不
備
に
よ
る
保
健
 

上
の
問
題
等
に
よ
り
改
築
に
向
 

っ
て
の
始
動
が
昭
和
五
十
二
年
 

度
よ
り
計
画
さ
れ
、
学
校
関
係
 

者
は
勿
諭
、
議
会
議
員
の
皆
さ
 

ん
の
絶
大
な
る
御
指
導
と
御
協
 

力
を
得
ま
し
て
窮
迫
し
た
財
政
 

情
況
の
時
期
に
教
育
施
設
整
備
 

に
深
い
御
理
解
を
頂
き
、
町
長
 

の
御
英
断
に
よ
り
五
十
三
年
度
 

よ
り
ニ
ケ
年
計
画
で
全
面
改
築
 

へ
の
第
一
歩
を
進
め
た
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

私
共
も
建
設
に
当
っ
て
は
施
 

設
、
設
備
に
つ
い
て
近
代
化
と
 

児
童
の
立
場
を
充
分
考
え
先
進
 

校
の
視
察
は
勿
諭
、
経
験
者
等
 

の
意
見
も
参
考
に
し
旦
ま
た
P
 

r
A

の
建
設
委
員
会
等
の
意
見
 

も
尊
重
し
、
五
十
三
年
度
早
期
 

着
工
を
計
画
致
し
て
お
り
ま
し
 

た
が
、
私
共
の
不
手
際
に
よ
り
 

着
工
が
十
月
ま
で
遅
延
致
し
そ
 

の
間
、
児
童
初
め
父
兄
に
大
変
 

御
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
お
詫
 

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

五
十
三
年
十
月
待
望
久
し
か
 

っ
た
学
校
建
築
の
槌
音
は
一
段
 

と
高
く
轟
き
、
木
造
校
舎
は
次
 

々
と
解
体
さ
れ
て
行
く
そ
の
姿
 

を
見
、
 

一
抹
の
郷
愁
を
思
い
な
 

が
ら
も
ニ
ケ
年
後
の
雄
姿
を
期
 

待
し
な
が
ら
工
事
を
見
守
っ
て
 

来
ま
し
た
。
工
事
は
順
調
に
進
 

め
ら
れ
、
当
初
の
遅
れ
を
若
干
 

で
も
取
り
も
ど
す
べ
く
業
者
の
 

方
々
に
無
理
な
協
力
を
お
願
い
 

致
し
ま
し
た
が
五
十
三
年
度
事
 

業
は
や
む
な
く
繰
越
事
業
と
な
 

り
五
十
四
年
六
月
完
了
、
九
月
 

一
日
よ
り
新
校
舎
に
引
越
し
、
 

引
続
き
五
十
四
年
度
工
事
に
着
 

エ
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
の
経
験
を
生
か
し
五
十
 

四
年
度
は
児
童
に
迷
惑
を
か
け
 

な
い
よ
う
努
力
し
て
参
っ
た
の
 

で
あ
り
ま
す
。
．
色
々
な
難
関
を
 

打
破
し
て
八
＋
年
代
の
幕
明
け
 

と
と
も
に
、
こ
こ
に
近
代
的
な
 

設
備
を
有
し
児
童
の
勉
強
の
場
 

と
し
て
最
適
な
、
し
か
も
他
に
 

類
を
有
し
な
い
立
派
な
雄
姿
を
 

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
前
途
 

を
祝
福
す
る
よ
う
に
桜
花
ら
ん
 

ま
ん
と
咲
き
誇
る
四
月
落
成
式
 

を
挙
行
す
る
運
び
と
な
り
、
全
 

面
改
築
事
業
が
完
了
し
た
も
の
 

で
あ
り
ま
す
。
 

建
設
内
容
に
つ
い
て
は
普
通
 

教
室
二
十
八
教
室
、
養
護
教
室
 

二
教
室
、
管
理
棟
（
校
長
室
、
 

職
員
室
、
事
務
室
）
特
別
教
室
 

九
教
室
（
保
健
室
、
図
工
室
、
 

音
楽
室
、
視
聴
覚
室
、
家
庭
科
 

室
、
理
科
室
（
二
教
室
）
図
書
 

室
、
特
別
活
動
室
』
そ
の
他
と
 

し
て
教
材
室
、
配
繕
室
、
便
所
 

ユ
レ
べ
ー
タ
ー
室
等
総
面
積
五
 

千
八
百
八
十
平
万
米
で
あ
り
ま
 

す。 こ
の
よ
う
な
内
容
を
有
し
設
 

備
に
つ
い
て
も
近
代
的
な
物
を
 

取
入
れ
‘
将
来
に
充
分
期
待
し
 

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
 

後
の
学
校
運
営
に
つ
い
て
は
こ
 

の
施
設
を
充
分
活
用
し
「
た
く
 

ま
し
く
、
す
こ
や
か
に
」
育
つ
 

児
童
の
育
成
に
努
力
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
 

す
。
そ
の
た
め
に
は
教
師
の
創
 

意
と
工
夫
は
勿
論
，
各
特
別
教
 

室
を
利
用
し
た
指
導
の
研
究
、
 

実
験
等
先
生
方
の
奮
起
を
お
願
 

い
す
る
と
と
も
に
将
来
は
特
別
 

教
室
を
利
用
し
た
研
究
指
定
校
 

の
認
定
を
受
け
る
べ
く
方
向
で
 

検
討
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
最
良
の
環
 

境
で
最
高
の
施
設
を
備
え
た
物
 

件
を
提
供
し
て
頂
い
た
以
上
残
 

さ
れ
た
問
題
は
、
そ
の
効
果
あ
 

る
運
営
で
学
力
を
保
障
し
落
ち
 

こ
ぼ
れ
を
な
く
し
「
た
く
ま
し
 

く
す
こ
や
か
に
」
人
間
に
生
長
 

す
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
小
学
 

校
の
完
成
を
心
か
ら
祝
福
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
工
事
中
児
童
を
始
め
 

関
係
者
各
位
に
大
変
御
不
便
を
 

か
け
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
致
 

し
建
設
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し
 

た
多
く
の
人
々
に
心
か
ら
感
謝
 

申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
 

学
校
教
育
課
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 町

老

人

会

 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

原
田
 
豊
茂
 

南
瓜
汁
今
日
は
冬
至
で
 

有
り
に
け
り
 

岩
野
 
克
芳
 

硬
山
の
景
に
溶
け
込
み
 

寒
鵬
 

宇
野
か
な
女
 

梅
ま
つ
り
枝
の
み
く
じ
の
 

景
添
え
て
 

岡
本
勝
次
郎
 

電
線
に
か
か
り
し
凧
の
 

風
に
鳴
り
 

岡
本
 
清
子
 

病
舎
出
て
裏
道
ば
か
り
 

薮
つ
ば
き
 

桑
野
つ
る
絵
 

蓮
尾
師
を
悼
む
 

な
ほ
高
き
雲
居
に
在
す
 

春
の
月
 

前
 
チ
ェ
子
 

物
の
芽
に
老
の
可
能
を
 

試
し
た
く
 

瓜
生
 
女
礼
 

春
一
番
散
り
ゆ
く
梅
の
 

惜
し
ま
れ
て
 

斉
藤
ナ
ミ
子
 

温
泉
に
通
ふ
道
に
畦
あ
り
 

芹
を
つ
む
 

清
水
 
政
恵
 

熱
中
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
 

春
の
月
 

石
井
 
秀
子
 

針
箱
を
い
つ
も
手
元
に
 

春
矩
健
 

桑
野
ふ
く
よ
 

軟
か
き
刺
に
触
れ
け
り
 

木
の
芽
垣
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

山
坊
の
納
屋
の
内
外
 

陽
災
へ
り
 

四
月
詠
草
 

勧
羅
＋
七
年
銀
行
業
務
」
舞
」
 

金

田

町

公

民

館

短

歌

教

室

 

‘
ー
 

膚
嘱
・
〉
 

て
 
心
き
は
や
か
に
ヘ
ル
メ
ツ
 

‘、s
‘ 

ト
ぬ
ぐ
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

阿
部
 
重
宏
 

痛
き
眠
に
冷
た
き
眠
薬
点
じ
つ
 
妻
と
ふ
た
り
心
薄
あ
ひ
送
る
 

つ
 
気
に
染
ま
ぬ
歌
論
を
堪
え
 
日
A
 

と
き
に
評
ふ
こ
と
は
あ
 

て
読
み
つ
ぐ
 

れ
ど
も
 

小
野
ト
メ
子
 

田
村
 
文
子
 

為
す
こ
と
も
な
き
思
ひ
し
て
燃
 

え
さ
か
る
 

ス
ト
ー
ブ
の
赫
き
 

ひ
と
と
せ
 

慌
し
 
た
だ
慌
し
き
］
年
な
 

炎
に
見
入
り
ぬ
 

藤
本
 
唯
彦
 

高
木
美
代
子
 

有
利
で
便
利
な
前
納
制
度
を
 

利
 
用
 
し
 
ま
 
し
 
よ
》
つ
 

四
月
か
ら
保
険
料
額
も
切
り
 

か
わ
り
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
 

り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い
年
度
 

の
始
ま
り
に
、
 

一
年
前
納
を
考
 

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

前
納
を
す
れ
ば
 

一

 

納
め
忘
れ
が
防
げ
ま
す
一
 

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
 

が
な
く
な
り
、
万
一
の
事
故
の
 

と
き
、
母
子
年
金
、
障
害
年
金
 

な
ど
を
受
け
る
権
利
が
守
ら
れ
 

老
後
の
年
金
も
安
心
で
す
。
 

年
に
何
回
も
分
け
て
納
め
る
手
 

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

と
く
に
留
守
が
ち
の
人
な
ど
 

便
利
で
す
。
 

一

 

割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
 

年
5
分
5
厘
の
複
利
計
算
で
 

割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

大
変
有
利
で
す
。
 

手
数
が
省
か
れ
ま
す
 
一 

並
川
 
君
子
 

新
春
の
嬉
し
き
予
感
に
心
は
 

づ
み
 

今
年
こ
そ
は
と
願
ひ
 

つ
つ
を
り
 

藤
林
 
俊
信
 

こ
の
一
年
ふ
り
返
h
―
見
れ
ば
 

h
ノ、A
」 

福
田
 

昌
 

病
院
の
生
活
な
が
く
な
り
た
れ
 
畦
道
を
風
呂
敷
包
み
ー
つ
提
げ
 
明
け
方
に
鳴
く
鶏
の
声
か
ん
だ
 

マ
イ
カ
ー
の
帰
路
の
安
全
を
 

ば
 

ト
ゲ
あ
る
人
の
る
る
と
知
 
旅
よ
り
父
の
帰
り
来
る
見
ゆ
 

か
く
 
今
日
は
天
気
に
な
る
か
 
祈
り
た
り
タ
闇
迫
る
高
原
に
 

り
た
り
 

と
思
ふ
 

立
ち
て
 

室
 

トI 

中
村
 
繁
生
 

福
原
 
照
子
 

きざし 

よ
き
こ
と
の
兆
 
な
ら
む
か
東
 
ジ
ン
ジ
ヤ
ー
の
白
く
清
し
き
花
 

天
に
 

き
ら
め
く
見
れ
ば
宵
の
 
群
に
 

ど
こ
か
ら
か
蜂
の
飛
び
 

明
星
 

来
て
遊
ぶ
 

由・ 

六司 

エ不ー 

山
 

上
金
田
 
ー

ー

ー

‘

二

j

‘.
 

研
修
所
へ
入
る
夫
の
身
仕
度
に
 

疲
れ
覚
ゅ
れ
ど
心
た
ら
ひ
ぬ
 

菊
池
 

一
枝
 

長
旅
を
終
へ
し
終
列
車
の
ゆ
 

か
の
上
に
空
缶
い
く
つ
か
転
 

り
て
あ
り
 

☆

 

、

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

 

隣
保
館
完
成
ク
 
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
 

同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し
 

て
こ
の
ほ
ど
、
神
崎
及
び
上
金
 

田
地
区
に
隣
保
館
が
建
設
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
隣
保
館
は
同
和
地
区
及
 

び
そ
の
近
隣
地
域
の
住
民
に
対
 

す
る
生
活
上
の
各
種
相
談
を
は
 

じ
め
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
な
 

ど
を
総
合
的
に
行
い
地
区
住
民
 

の
生
活
の
社
会
的
、
経
済
的
、
 

文
化
的
な
改
善
向
上
と
、
同
和
 

問
題
の
す
み
や
か
な
解
決
を
は
 

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
 

す。 規
模
は
神
崎
隣
保
館
に
お
い
 

て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ー
ー
 

階
建
、
延
面
積
七
〇
七
、
三
1
1
一 

皿
工
カ
メ
ー
ト
ル
で
実
習
室
、
会
 

議
室
（
大
・
中
・
小
ン
相
談
室
そ
 

れ
に
事
務
室
、
管
理
人
室
が
設
 

備
さ
れ
て
お
り
、
上
金
田
隣
保
 

館
（
旧
隣
保
館
改
築
）
は
鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
延
面
 

積
五
百
四
十
六
、
七
五
平
方
メ
 

ー
ト
ル
で
、
集
会
室
、
相
談
室
 

調
理
室
、
作
法
室
、
図
書
室
、
 

そ
れ
に
事
務
室
、
管
理
人
室
が
 

設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
施
設
を
充
分
活
用
 

し
て
下
さ
い
。
 

神 崎“隣 保 館 

上 金 田一隣 保 館 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

す
べ
て
の
県
民
が
交
通
安
全
 

思
想
を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
 

ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
 

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
 

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
て
、
次
に
よ
り
春
の
 

交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
 

一
、
期
間
 

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
 

ま
で
の
十
日
間
 

ニ
、
運
動
の
重
点
 

O
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
（
 

園
児
）
を
中
心
と
し
た
子
 

供
の
交
通
事
故
防
止
 

e
自
転
車
及
び
原
付
、
自
動
 

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
 

田
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
絶
 

滅
 

0
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
 

安
全
運
転
の
確
保
 

金
田
町
に
お
い
て
も
、
各
団
 

体
が
一
体
と
な
っ
て
、
交
通
安
 

全
パ
レ
ー
ド
、
交
通
安
全
教
室
 

（
新
入
学
、
新
入
園
児
を
対
象
）
 

「
黄
色
い
旗
」
の
設
置
、
街
頭
 

指
導
、
老
人
を
対
象
と
し
た
安
 

全
教
室
等
多
数
行
事
を
計
画
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
 

4 月 に1 年前納 した場合 

区 分 前納しないときの 
1 年分の保険料額 

1 年前納額 割 引 額 

定 額 保 険 料 4 5, 2 4 0 4 4, 1 5 0 

50 , 040 48 , 830 

1 , 0 9 0 

付加保険料に加入の 
場合（定額＋付加） 

1, 2 1 0 

協
力
に
よ
り
 

，
町
か
ら
一
件
 

の
事
故
も
違
が
も
出
さ
な
い
よ
 

確
定
申
告
が
間
』
」
遅
っ
 
て
 

い

た

と

き

は

 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
 

告
を
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
 

ど
の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
 

に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
 

い
た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
直
 

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

⑥
申
告
し
た
税
金
が
少
な
過
ぎ
 

た
と
き
 

申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
 

た
り
、
還
付
を
受
け
た
税
金
が
 

多
過
ぎ
た
と
き
は
「
修
正
申
告
 

」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
 

は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
く
 

余
分
に
過
少
申
告
加
算
税
が
か
 

か
り
ま
す
の
で
お
早
目
に
…
：
・
 

＠
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
 

と
き
 

間
違
っ
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
 

て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
 

，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘
・
，
、
、
、
、
r
，・． 

金
が
少
な
か
っ
た
と
き
は
「
更
 

正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 
こ
の
更
正
の
請
求
が
 

で
き
る
の
は
、
申
告
期
限
か
ら
 

】
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
五
十
四
年
分
に
つ
い
て
は
、
 

昭
和
五
十
六
年
三
月
十
五
日
ま
 

で
で
す
）
 

⑥
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
人
が
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
 

き
は
、
今
か
ら
で
も
確
定
申
告
 

「
期
限
後
申
告
」
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

修
正
申
告
、
更
正
の
請
求
、
 

期
限
後
申
告
の
手
続
き
な
ど
分
 

ら
な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
 

署
や
税
務
相
談
室
で
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

4
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
卯
月
（
う
づ
き
）
 

う
づ
き
の
花
の
咲
く
月
、
卯
花
月
を
略
し
た
も
の
。
 

29 23 20 18 18 10 7 
日 日 日 日 日 日 日 

世
界
保
健
デ
ー
 

婦
人
の
日
、
婦
人
週
間
 

発
明
の
日
 

乳
児
検
診
 

逓
信
記
念
日
、
郵
便
週
間
 

心
配
ご
と
相
談
 

天
皇
誕
生
日
 

う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

55年交通安全年間スローガン 

ロ運転者に対するもの 

まずゆとり 車間距離にも こころにも 

ロ歩行者・自転者乗用者・その他に対するもの 

安全は 家庭の中から しつけから 

ロ子どもからの募集 

あぶないよ あるきながらの ふざけっこ 

バ
イ
ク
の
ラ
イ
ト
昼
間
点
灯
 

運
 
動
 
実
 
施
 
中
 
ク
 

自
動
二
輪
車
や
原
付
自
転
車
 

の
交
通
事
故
は
、
大
巾
に
増
加
 

し
て
い
ま
す
。
特
に
出
合
い
頭
 

の
衝
突
、
右
左
折
時
の
衝
突
、
 

正
面
衝
突
な
ど
が
多
発
し
て
い
 

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
他
の
自
動
車
に
ま
 

じ
っ
て
走
っ
て
い
る
バ
イ
ク
が
 

他
の
自
動
車
か
ら
見
落
さ
れ
が
 

ち
で
あ
る
か
ら
で
す
．
 

熊
本
県
で
は
、
バ
イ
ク
の
ラ
 

イ
ト
を
昼
間
点
灯
し
て
交
通
事
 

故
防
止
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
 

ま
し
た
。
福
岡
県
で
も
一
斉
に
 

こ
の
運
動
を
実
施
し
、
バ
イ
ク
 

事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
し
 

ま
し
た
の
で
皆
さ
ん
の
御
理
解
 

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

一
、
実
施
時
期
 

三
月
一
日
か
ら
十
ニ
月
三
十
 

一
日
ま
で
 

ニ
、
ラ
イ
ト
を
昼
も
点
灯
す
る
 

場
合
 

0
交
通
量
の
多
い
市
街
地
の
 

道
路
 

e
大
型
車
の
通
行
が
多
い
道
 

路
 

●
見
と
お
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
 

地
点
 

0
右
左
折
車
や
歩
行
者
の
多
 

い
交
差
点
 

日
道
路
巾
員
が
急
に
狭
く
な
 

っ
て
い
る
よ
う
な
場
所
 

の
交
通
事
故
発
生
の
危
険
性
 

が
高
い
道
路
 

日
前
車
に
つ
い
て
走
る
場
合
 

や
追
抜
き
、
駐
停
車
車
両
 

の
側
方
を
通
過
丁
る
場
合
 

※
注
意
事
項
 

古
い
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
過
放
 

電
の
も
と
、
バ
ッ
テ
リ
ー
液
 

の
補
充
、
充
電
、
車
両
整
備
 

を
充
分
に
。
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
あ
な
た
自
 

身
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
も
 

の
で
す
。
 
ぜ
ひ
、
 

ヘ
ル
メ
 
ツ 

ト
を
か
ぶ
っ
て
バ
イ
ク
を
運
 

転
し
て
下
さ
い
。
 

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ラ
イ
ト
で
 

防
ぐ
バ
イ
ク
事
故
」
 

自宅の近くが 

危険地帯 
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、こ‘．，二ごJ
ミ
．
、
う
三
g
ン
ミ
『
二
 

◆
生
後
九
十
一
日
以
上
に
達
し
 
◆
犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
 

・
こ
《
、
‘
・
、
に
！
・
？
●
、
・
●
、
J
、
く
？
フ
、
・
？
、
、
一
、
・
？
、
・
？
，
・
？
，
●
？
「
、
‘
，
、
、
一
、
、
‘
，
・
？
，
、
・
，
、
？
,
'
?
，
、
、
I
、
、
‘
?
 

一
重
生
可
一
ょ
ー
り
一
 

昭
和
五
＋
五
年
度
春
期
犬
の
 

登
録
並
び
に
狂
犬
病
予
防
注
 

射
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
 

4
月
 24 

日
 

（木） 

4
月
 23 

a
 

（水） 

4
月
 22 

H
 

（火） 

登
 
録
 

注
射
日
 

= 
日 料 
時 
及 
ひ 金 
場 
所 注 登 

射 録 
料 料 

頭 頭 
に に 
っ っ 
き き 

二 三 

0 0 
0 0 
0 0 
円 円 

金
 
田
 
町
 
役
 
場
 

東

金

田

公

民

館

 

午
前
土
6
O

ー
主
】
D cD 

人
 
見
 
公
 
民
 
館
 

午
前
九
】
三
〇
ー
十
】
三
〇
 

神
崎
第
一
公
民
館
 

午
前
十
】
】
8
1
十
ニ
【
8
 

南
 
木

公

 民

館

 

午
前
九
？
三
〇
ー
十
二
ニ
0
 

時
 
間
 
及
 
び
 
場
 
所
 

午
前
十
】
〇
〇
ー
三
【
〇
〇
 

上

金

田

公

民

館

 

午
後
一
】
〇
〇
ー
三
】
〇
〇
 

神
崎
第
一
一
公
民
館
 

午
後
一
”
〇
〇
ー
三
」
〇
〇
 

0
貸
与
限
度
額
 

一
企
業
二
十
 

た
犬
は
毎
年
登
録
を
受
け
な
 

し
よ
う
。
 

万
円
か
ら
千
五
百
万
円
ま
で
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

◆
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
 
日
貸
与
期
間
 
四
年
半
（
公
害
 

◆
犬
は
鎖
で
つ
な
い
で
飼
い
ま
 

必
ら
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

設
備
六
年
か
ら
十
一
年
半
）
 

し
よ
う
。
 

受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
 
の
返
済
方
法
 
均
等
半
年
賦
払
 

ク
 

グ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク

 

ク

 

ク

 

ク

 

か
 

犬
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
 

e
貸
与
損
料
（
利
息
）
年
五
％
 

。
利
用
資
格
 
県
内
に
工
場
が
 

あ
り
、
 

一
年
以
上
の
事
業
実
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
 
け
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
の
で
 

績
の
あ
る
者
 

ら
犬
の
問
題
等
で
こ
協
力
い
た
 
自
分
の
と
こ
ろ
は
関
係
な
い
と
 
O
そ
の
他
 
詳
し
い
こ
と
は
、
 

だ
き
感
謝
致
し
て
い
ま
す
。
 

い
う
軽
い
気
持
ち
で
犬
の
放
し
 

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
、
商
 

し
か
し
、
最
近
飼
い
犬
の
は
 
飼
い
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
 

な
し
飼
い
が
多
く
、
人
畜
ゃ
農
 
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
 

作
物
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
 
下
さ
い
。
隣
近
所
の
方
が
大
変
 

等
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
夜
だ
 
困
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ク
 

ク
 

ク

 

ク

 

ク
 

ク
 

ク
 

工
会
ま
た
は
本
協
会
に
お
た
 

ず
ね
下
さ
い
。
 

（
財
）
福
岡
県
中
小
企
業
設
備
 

貸
与
協
会
 

身

体

障

害

者

 

巡
 

回
 
相
 
談
 

（
福
岡
県
商
工
部
通
商
金
融
 

本
年
も
年
に
一
度
の
身
体
障
 

課
内
）
 

害
者
巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
 
す
が
、
多
少
で
も
身
体
に
障
害
 

一
番
一
号
 

の
あ
る
方
は
、
相
談
に
お
い
で
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
】
ニ
ー
 

下
さ
い
。
 

O
七
七
一
番
 

記
 

産
炭
地
域
に
お
け
る
エ
場
等
の
新
増
設
計
 

画
を
さ
れ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
次
の
 

よ
う
な
特
別
貸
付
が
あ
り
ま
す
 

（
金
田
町
は
産
炭
地
域
で
す
）
 

不

用

犬

に

 つ

い

て

 

振
 
興
 
課
 
企
 
画
 
係
 

も
し
犬
が
い
ら
な
く
な
っ
た
 

場
合
は
、
田
川
保
健
所
よ
り
 

毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
ご
ろ
 

役
場
に
犬
を
取
り
に
来
ま
す
 

の
で
必
ら
ず
自
分
の
家
で
飼
 

っ
た
犬
は
役
場
ま
で
連
れ
て
 

き
て
下
さ
い
。
 

※
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
 

い
よ
う
に
町
民
み
ん
な
で
心
が
 

け
ま
し
よ
・
つ
。
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
禁
止
に
つ
い
て
 

最
近
、
金
田
町
の
各
地
区
で
ゴ
 

ミ
の
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
 

ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
絶
対
に
す
 

て
な
い
よ
う
に
し
、
毎
週
定
め
 

ら
れ
た
ゴ
ミ
収
集
日
に
ゴ
ミ
を
 

出
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
も
 

し
不
法
投
棄
を
す
る
と
廃
棄
物
 

処
理
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
 

中

小

企

業

設

備

貸

与

 

制

度

の

 こ

利

用

を

 

中
小
企
業
者
が
設
備
の
近
代
 
0
申
込
み
受
付
期
間
 
四
月
一
 

化
、
合
理
化
を
計
る
場
合
に
希
 

日
よ
り
予
算
額
に
達
す
る
迄
 

望
す
る
機
械
設
備
を
貸
与
協
会
 
e
昭
和
五
十
五
年
度
予
算
額
 

が
購
入
し
、
そ
れ
を
長
期
低
利
 

七
億
五
千
万
円
 

の
賦
、
一
ご
お
譲
り
す
る
制
度
を
 
田
申
込
み
窓
口
 
所
轄
の
商
工
 

行
っ
 

ま
す
。
 

会
議
所
・
商
ユ
会
 

一
、
設
備
資
金
の
貸
付
 

日

利

率

 

。
貸
付
の
対
象
 

年
六
・
九
％
（
金
利
は
変
更
 

④
産
炭
地
域
内
で
行
う
事
業
 

す
る
場
合
が
あ
る
）
 

で
あ
る
こ
と
。
 

の
担
保
及
び
保
証
人
 

＠
産
炭
地
域
の
振
興
に
寄
与
 

担
保
は
不
動
産
、
動
産
、
そ
 

す
る
産
業
で
あ
る
こ
と
。
 

の
他
の
資
産
。
保
証
人
は
、
 

の
新
た
に
雇
用
す
る
人
員
の
 

原
則
と
し
て
2
名
以
上
の
連
 

う
ち
に
は
、
原
則
と
し
て
 

帯
保
証
人
。
 

30 

％
以
上
の
炭
坑
離
職
者
 
ニ
、
長
期
運
転
資
金
の
貸
付
 

又
は
そ
の
子
弟
が
採
用
さ
 

そ
の
他
長
期
運
転
資
金
の
融
 

れ
る
こ
と
。
 

資
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

e
貸
付
金
額
及
ひ
貸
付
方
法
 

利
率
は
六
・
九
％
、
償
還
期
 

所
要
設
備
資
金
の
 40 

％
以
内
 

限
は
5
年
以
内
で
、
う
ち
据
 

で
す
。
八
千
万
円
以
下
は
代
 

置
期
間
は
1

年
以
内
と
な
っ
 

理
店
貸
付
、
八
千
万
円
を
超
 

て
お
り
ま
す
。
 

え
る
も
の
は
公
団
の
直
接
貸
 
三
、
申
込
み
先
 

付。 

田
貸
付
金
の
使
途
 

設
備
の
新
設
又
は
増
設
に
必
 

要
な
資
金
。
 

O
償
還
期
限
・
据
置
期
間
 

償
還
期
限
は
如
年
以
内
 

据
償
期
問
 

年
以
内
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
 

十
ー
二
十
四
 

地
域
振
興
整
備
公
団
九
州
支
 

部
融
資
課
 

電
話
 
〇
九
ニ
ー
七
七
一
 

九
一
八
一
番
 

◆

日

時

 
五
月
九
日
（
金
曜
）
 

午
前
 10
 

時
か
ら
午
後
 

3
時
ま
で
 

◆

場

所

 
赤
池
町
民
会
館
 

※
印
鑑
、
身
体
障
害
手
帳
は
必
 

ら
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

あ

り

が

 と
・
つ
 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

中
川
 

隆

殿

 

竹
宗
 

ス
ナ
殿
 

勝
野
 
直
美
殿
 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

佐
竹
 
公
夫
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

へ
 

竹
宗
 

ス
ナ
殿
 

蓮
尾
タ
ミ
コ
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
 

た
の
で
、
有
意
義
に
使
用
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 


